
米
水
津
の
「
宮
野
浦
む
ら
の
覚

悟
委
員
会
」
が
第
19
回
防
災
ま
ち

づ
く
り
大
賞
に
て
総
務
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

宮
野
浦
地
区
は
、
住
民
400
名
に

対
し
て
、
水
産
加
工
施
設
の
従
業
員

数
も
約
400
名
と
い
う
状
況
で
、
地

震
・
津
波
に
対
す
る
防
災
対
策
は
住

民
だ
け
で
な
く
、
施
設
に
勤
務
す
る

人
々
に
対
し
て
も
急
務
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

来
た
る
べ
き
大
災
害
か
ら
住
民

を
守
り
た
い
と
い
う
地
区
役
員
と
、

従
業
員
を
守
り
た
い
と
い
う
水
産

加
工
施
設
の
経
営
者
が
協
力
し
、

「
今
の
う
ち
に
何
ら
か
の
対
策
を

し
て
お
か
な
け
れ
ば
こ
の
地
区
と

こ
の
産
業
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て

し
ま
う
」
と
い
う
思
い
が
同
じ
「
覚

悟
」
と
な
り
、
「
む
ら
の
覚
悟
委
員

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
地
区
内
に
お

け
る
危
険
箇
所
の
検
証
（
防
災
マ
ッ

プ
作
成
）
や
、
冊
子
「
む
ら
の
覚
悟
」

の
発
刊
、
住
民
参
加
型
「
持
ち
寄
り

方
式
」
に
よ
る
備
蓄
品
の
収
集
活
動
、

独
自
の
避
難
訓
練
、
避
難
所
体
験
等

様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

佐
伯
市
や
消
防
署
か
ら
の
防
災
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
一
斉
放
送
を
聞

き
逃
し
た
場
合
は
、
放
送
さ
れ
た

内
容
を
電
話
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

電
話
番
号

２
０
‐
３
５
５
５

な
お
、
振
興
局
か
ら
の
お
知
ら

せ
に
つ
い
て
は
、
再
聴
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
皆
さ
ん

に
、
防
災
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で

配
信
す
る
「
さ
い
き
ほ
っ
と
メ
ー

ル
」
を
配
信
中
で
す
。

登
録
は
お
持
ち
の
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
「
ｅ
＠
ｈ
ｏ
ｔ
．
ｓ
ａ
ｉ
ｋ

ｉ
．
ｊ
ｐ
」
へ
空
メ
ー
ル
を
送
り
、
折

り
返
し
届
く
メ
ー
ル
の
案
内
に
従
っ

て
登
録
す
る
か
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
登
録
方
法
は
市
報
さ
い

き
３
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の

再
聴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

防

災

か

わ

ら
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回
防
災
ま
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づ
く
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大
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総
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い
き
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っ
と
メ
ー
ル

表彰式の様子（表彰を受ける宮脇代表）



平
成
27
年
１
月
19
日
（
月
）
に

直
川
小
学
校
３
学
年
（
11
名
）
が

「
防
災
学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
学
習
で
は
、
佐
伯
市
防
災

危
機
管
理
課
職
員
の
「
防
災
講
話
」
、

佐
伯
市
防
災
士
会
女
性
防
災
士
に

よ
る
「
防
災
紙
芝
居
」「
防
災
ダ
ン

ス
」
の
後
、
佐
伯
市
防
災
士
会
直

川
支
部
が
、
「
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
」

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

大
災
害
時
は
、
避
難
所
で
過
ご

す
際
に
ト
イ
レ
が
足
り
な
く
な
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
避
難
所
で
材

料
が
そ
ろ
い
易
く
簡
単
に
作
る
こ

と
が
で
き
る
「
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
」

が
役
に
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
砂
土
の
う
・
水
土
の
う
・

プ
ラ
ン
タ
ー
土
の
う
な
ど
の
様
々

な
土
の
う
に
つ
い
て
、
防
災
士
か

ら
説
明
が
あ
り
、
身
近
な
物
で
災

害
時
の
対
応
が
で
き
る
こ
と
な
ど

を
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

佐
伯
市
で
は
地
震
、
津
波
等
の

発
生
に
備
え
、
避
難
地
等
に
お
い

て
必
要
な
物
資
を
備
蓄
す
る
た
め
、

津
波
対
象
地
域
の
自
主
防
災
組
織

が
津
波
避
難
地
等
に
備
蓄
倉
庫
を

設
置
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成

27

年
度
に
設
置
を
希
望

さ
れ
る
自
主
防
災
組
織
は
防
災
危

機
管
理
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

佐
伯
市
防
災
危
機
管
理
課

電
話
番
号

２
２
‐
４
５
６
７

直
川
小
学
校
で
防
災
学
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
伯
市
津
波
対
策
用
備
蓄
倉

庫
設
置
事
業
に
つ
い
て

女性防災士による防災紙芝居

段ボールトイレ作りの様子

実施組織 設置棟数 実施組織 設置棟数

16 21 38 46
8 8 23 29

佐伯 1 3
渡町台 1 1
佐伯東 1 4
上堅田 1 1 3 3
鶴岡 1 1 5 5

大入島 6 6
八幡 4 3 5 6

西上浦 2 3 1 1
下堅田 1 2
木立 1 2

1 1 1 1
8 8

4 7 2 3
1 1 4 5

※山間部の振興局管内及び青山校区は津波影響地域でな
いため、本事業の対象ではありません。

市全体

佐伯市津波対策用備蓄倉庫設置事業実施状況

Ｈ２５ Ｈ２６
地域区分

佐伯

上浦

米水津
蒲江

鶴見


